
第○学年○組  技術・家庭科学習指導案 

令和７年○月○日  ○曜日 第○時 （技術室） 

指導者 ○ ○ ○ ○ 

１ 題   材   計測・制御のプログラムによる問題解決 

２ 題材の目標 

 (1) 計測・制御システムの基本的な構成を理解し、課題を解決するために、安全で適切なプログラム

の制作とデバックができる技能を身に付けることができる。 

 (2) 計測・制御システムの制作の過程や問題解決の結果を評価し、改善及び修正することができる。 

 (3) よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、課題の解決に主体的に取り組み、振り返

って改善しようとする。 

３ 学習の計画   (16時間完了) 

 第１次 第１時 (本時)  計測・制御システムの仕組みについて知る。 

 第２次 第２時     問題の発見と課題の設定をする。 

     第３時     解決策の構想 計測・制御システムの設計をする。 

     第４時～第８時 計測・制御システムのプログラムの制作をする。 

     第９時～第15時 問題を解決するための計測・制御システムのプログラムの制作をする。 

第３次 第16時     問題解決の評価、改善・修正をし、生活に役立つ工夫を考える。 

４ 本時の学習指導 

 (1) 目  標 

  о計測・制御システムにおけるプログラムの基本的な構成を知り、プログラムの流れを理解するこ

とができる。 

 (2) 準備・資料 

  о生 徒……タブレット端末 

  о教 師……タブレット端末、アクティビティ図作成シート、ワークシート 

 (3) 関  連 

   技・家 情報の技術の原理・法則と仕組み 

 (4) 学習過程 
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１ 身の回りにある自動で動く製品を探して

みよう。 

   ・お掃除ロボット 

   ・自動ドア 

   ・自動販売機 

 

２ 本時の学習課題をつかむ。 

  計測・制御システムとはどのようなもの

だろうか。 

 

３ 計測・制御システムの基本的な構成を知 

る。 

 (１) 自動運転技術を例に情報の流れを調

べる。 

 (２) 計測・制御システムに必要な要素につ

いて知る。 

 

４ 計測・制御システムによる問題解決の例 

を知る。 

 (１) 自動配膳ロボットにはどのようなセ

ンサがついているか調べる。 

   ・位置センサ 

   ・タッチセンサ 
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о身近なものを考えさせ、自動で動くもの

に囲まれて生活していることに気付か

せる。 

 

 

 

оコンピュータによって、どのような仕組

みで自動化しているのかを学習課題と

する。 

 

 

 

о教科書 P.238図１を参照し、情報の流れ

を確認する。 

оコンピュータのほかにセンサ、仕事を行

う部分、インタフェースが必要なことを

押さえる。 

 

 

оさまざまな種類のセンサが搭載されて

いることを確認する。 

оそれぞれのセンサの役割について確認

する。 
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   ・障害物センサ 

 (２) 自動配膳ロボットの仕事を調べる。 

 

５ アクティビティ図で情報処理の流れを表 

現する。 

 (１) アクティビティ図の表現方法の確認

をする。 

   ・タブレット端末で２次元コードを読

み取る。 

   ・作成シートを開く。 

   ・指定された場所へ配膳する動きを作

成する。 

 (２) アクティビティ図を作成する。 

   

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習を振り返る。 

 (１) 本時の振り返りをワークシートに記

入する。 

    

 (２) 自己評価をする。 
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о教科書 P.240を参照し、自動配膳ロボッ

トの仕事を確認する。 

 

 

о教科書 P.241 の２次元コードを読み取

り、「アクティビティ図、フローチャート

作成シート」を開かせる。 

о指定された場所へ配膳する動きを例示

する。 

 

 

о指定された場所へ人や物にぶつからず

に配膳するアクティビティ図を作成さ

せる。 

оどの種類のセンサを使って判断してい

るのかを意識させる。 

評アクティビティ図を使い、情報処理の流

れを正確に表現している。 

（アクティビティ図作成シート） 

 

оワークシートに本時で学習したことを

振り返り、分かったことや感想を記入さ

せる。 

о自己評価は観点に沿って文章で表現さ

せる。 

 (5) 本時の評価規準 

  оセンサの役割を考え、情報を整理してアクティビティ図で情報処理の手順を表現している。 

（アクティビティ図作成シート） 

５ 備   考 

(１) 学級の実態 

о本学級の生徒は、小学校でプログラミング言語 Scratchを学習している。プログラミングを身 

近なものと捉えており、簡単なプログラムであれば取り組める。しかし、複雑なプログラムには 

苦手意識をもつ生徒が多い。 

 (2) 指導の力点 

  оアクティビティ図を使って表現することで複雑なプログラムであっても、一つ一つの動きを整理

し、考えていくことでプログラムの流れが分かりやすくなることに気付かせたい。タブレット端

末を用いてアクティビティ図を作成させることで、動きを追加したり、順番を変更したりするこ

とを容易にできるため、作図に時間をかけず生徒たちが情報を整理する時間を多くとれるように

した。 

６ 指導と評価 
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